
15th IDBF Club Crew World Championships（CCWC） 参加報告書 
 

磯⾵漕友会⼀同 
 
【はじめに】 
2026 年 8 ⽉ 29 ⽇から 9 ⽉ 6 ⽇にかけて、台湾・花蓮県の鯉⿂潭（Liyu Lake）において、第 15 回 IDBF 
Club Crew World Championships（CCWC）が開催されました。今⼤会へは 21 か国から 150 チーム、
5,500 ⼈を超える選⼿・関係者が参加する⼤規模な国際⼤会となりました。 
  
花蓮県は⼈⼝ 10 万⼈ほどの街です。台湾桃園国際空港から MRT にて 30 分移動し台北駅へ。さらに台
北駅から 2 時間 30 分ほど南下したところに位置していました。また驚きであったのが聞く⼈聞く⼈全て
の住⺠がドラゴンボートを知っていました。このことには感銘を受けました。 
 
開催期間中の天候におきましては、気温はほとんど変わらず台⾵の影響もあり終始曇天から⼩⾬という
天気でした。⽐較的過ごしやすい天候でありました。 
 
レースは 6―5 分刻みで⾏われかなり正確なレース運びかつタイトなレーススケジュールとなっていまし
た。レース会場ではビッグスクリーンが 3 台も設置されていました。⾄る場所でレースのライブ映像が
流れており臨場感あふれる会場となっていました。  
 
磯⾵漕友会は Premier Open Small Boat（男⼦ 10 ⼈艇）の 500m・200m に出場しました。国際⼤会でし
か味わえない貴重な体験をさせていただきましたので以下に報告させていただきます。 
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【オープンスモール結果報告】 
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【総括】 
500m のレースでは、2024年⾹港にて参加した ADBF主催のアジア選⼿権で私たちは惨敗し、準決
勝敗退となった記憶がまだ鮮明に残っていました。その時の悔しい気持ちを忘れず、500m の練習に
励んできました。 
1 回戦は久しぶりの国際⼤会で全員が緊張していました。そんな中ではありましたが、スタートで台
湾のナショナルチームである Mr.canoe(以下HPEHS)に⾷らいつくことが出来ました。結果とし
て、3 位となり敗者復活戦に回ることとなりました。しかし、この段階で 2024年とは、私たちは違
う!!戦える!!と感じていました。敗者復活戦では順当に 1 位で勝ち上がりました。 
 
いざ決勝戦。精神⾯も強化してきた私達は全員がこの 1本やりきるぞ。と決意を胸にコースに着き
ました。⼤半のメンバーが初めての 500m決勝戦。⾼揚感と緊張感。⾃然とたくさんの時間をかけ
て練習してきたことや仲間のこと、家族のこと、国内で待ってくれている仲間、オンラインで応援
してくれている⽇本の皆の事などがフラッシュバックします。だからこそ、メダルを獲りたい。⾃
然とそんな気持ちになります。結果として 500m は 5 位となりました。それでも、全員が漕ぎき
り、やり切ったと思います。しかし、結果を後で聞いて、3 位との差が 0.8秒。この事実を知った時
は⾔葉にできない悔しさを感じました。0.8秒先にメダルがあったのか…と。この時、決勝戦に上が
れた喜びよりも悔しさが何倍にもなって膨れ上がっていました。 
2 ⽇後…200m のレースです。 
 
500m で悔しい思いをした我々、磯⾵漕友会は次の⽇は東京⿓⾈さん、漕友⼈さんの 200m レース観
戦に向かいました。両チーム grand final にあがり素晴らしい侍魂を魅せて頂き早くも⾼揚しまし
た。その中でも東京⿓⾈さん senior Aが獲った銀メダル。このレースの瞬間は今でも鮮明に覚えて
います。そして感動と同時に、⾃分たちもメダルが欲しい。ひたすらそんな思いを馳せました。そ
の⽇の夜、チームミーティングでメダル獲得に対する決⼼を話し合い全員が同じ熱量、想いでレー
スに臨もうと話し合いました。 
 
いざ 200m のレース⽇です。 
まず 500m のレースで学んだことですが、レース間が本当にタイトなんです。敗者復活戦に回るの
と回らないのでは疲労感に天と地ほど差がある。決勝戦でのパフォーマンスに差があるのだと感じ
ていました。その学びとメダル獲得への決意を胸に 1 回戦に臨みました。レースではまたもや台湾
のHPEHS と同じ組です。結果はHPEHS に続き 2 位。そして全体でも 2 位となり無事決勝戦に⾏
くことが出来ました。決勝戦前にミーティングで話したことは⼀つのみでした。技術でもなんでも
なく全員がメダルをとりたいと気持ちを⼀つにしよう。そのことがきっと全員の気持ちのベクトル
を⼀つにすることができるはず。その信念を持つように話をしました。決勝レースは序盤から最後
まで全艇が拮抗しゴールしたのはわかりました。今⼤会のレース会場はレーンが斜めだからなの
か、周りがずっと⼭だからか、視覚の⽬標になるものがなかなかないからなのか、本当に何位でゴ
ールしたのかがわかりませんでした。全員がゴール後の順位はわかっておらず歓声も聞こえません
でした。決勝ゴール後は半ば諦めつつゆっくりと帰りました。そうするとメンバーの⼀⼈の声が聞



こえました。「磯⾵ー‼3 位‼」と。この時は本当にいろんな感情が溢れ出てきて涙涙でした。メダ
ルが獲れて本当に良かったです。 
 
まとめとなりますが、国際⼤会ではレース 1本 1本のレースの合間がかなりタイトであると感じて
います。だからこそ 1本を⼤切にやることが⼤切なんだなと改めて感じることができました。結果
として、500m  5 位。200m 3 位。我々磯⾵漕友会としては 2013 年以来の国際⼤会でのメダル獲得
となりました。メダルを獲ったからこそ、現状に奢ることなく、常に感謝を怠らないチームであり
続けるように、⽇々精進したいと考えています。 
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